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広瀬川の魅力

■ 1 　 広瀬川の特性

■ 2 　 広瀬川の環境改善の取組み

序章
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郡山堰付近の広瀬川と 仙台の街並み

愛宕堰付近の広瀬川と 仙台の街並み



1 　 広瀬川の特性
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　 広瀬川は、 青葉区作並地区の関山峠付近を 源流と し 、 若林区日辺地区で名

取川に合流し ま す。

　 名取川と 合流する ま で市域内で完結し ており 、 その流域面積は市域面積の

およ そ半分を占めていま す。

　 上流域には鳳鳴四十八滝など の景勝地や豊かな自然があり 、 さ ら に都市部

が位置する 中流域でも 美し く 壮大な自然崖や緑の景観を 気軽に楽し むこ と が

でき ま す。

　 日本の多く の都市が河川の下流域や河口域に発達し ていま すが、 仙台市の

市街地は中流域の河岸段丘上に発達し ている のが特徴です。

　 仙台藩祖である 伊達政宗公が仙台城を 居住地に選んだ理由には、 南は竜の

口渓谷、 北は沢、 西は奥行き 深い山林、 そし て東は全面約60メ ート ルの断崖

で、 その前を 広瀬川が流れる 天然の要害と なっ ている こ と が理由のひと つと

言われていま す。

　 さ ら に、 政宗公は河岸段丘の地形を 巧みに利用し 、 広瀬川から 四ツ 谷用水

を 城下に導いたこ と で、 仙台のま ちの発展に大き く 寄与し ま し た。

　 68年の生涯を 送っ た政宗公は、 今も なお、 広瀬川を見下ろ す経ケ峯で仙台

を 見守っていま す。

　 広瀬川は次のよ う な「 流域の豊かな自然環境」 、 「 都市部に位置する 自然

崖の壮大な景観」 、 「 動植物の良好な生息環境」 を 有し 、 人々を 引き 寄せる

潜在的な魅力があり ま す。

⑴ 広瀬川と 仙台のま ち
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広　 瀬　 川　 の　 概　 要

水 系 ・ 名取川水系

種 別 ・ 一級河川

流 路 延 長 ・ 約 45㎞： 関山峠付近から 名取川合流地点ま で

流 域 面 積 ・ 約 311㎢

規 制 等

そ の 他

・ 広瀬川の清流を守る 条例

・ 仙台市屋外広告物条例

・ 杜の都の風土を育む景観条例

・ 杜の都の環境をつく る 条例

・ 名水百選（ 環境省） ／「 広瀬川」： 1985年

・ 残し たい日本の音風景 100選（ 環境省） ／「 広瀬川のカジ

  カガエルと 野鳥」： 1996年

10km
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① 中流域の自然崖（ 米ケ袋付近）　 　 ② 広瀬川の上流端標柱 　 　 ③ 蛇行する 広瀬川（ 川内付近） 　 　 ④ 名取川広瀬川

合流点付近（ 出典： 空から 見た広瀬川／仙台河川国道事務所HP） 　 　 ⑤ 仙台橋（ 大橋） の擬宝珠（ ぎぼし ） ： 仙台市の指

定・ 登録文化財(仙台市博物館所蔵)、 擬宝珠には銘文「 仙台橋  仙人橋下  河水千年  民安国泰  孰与堯天  慶長六年辛丑

臘月吉辰  藤原政宗  門士川嶋豊前守奉造」 と 刻まれる 　 　 ⑥ 瑞鳳殿

広瀬川

名取川

広瀬川

❶ ❷

❸ ❹

❺ ❻
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① 広瀬川源流（ ク リ  - ミ ズナラ群集） 　 　 ② 作並地区ブナ林（ チシマザサ - ブナ群団）  　 　 ③ 大倉ダム（ ク リ  - コ ナラ群集）

④ 広瀬川澱緑地対岸（ ケヤキ群落） 　 　 ⑤  東北大学植物園（ モミ  - イヌブナ群集） 　 　 ⑥ 大年寺山（ アカマツ群落、 スギ・ ヒ ノ キ・ サワラ植林）

❶ ❷

❸ ❹

❻

ー６ ー

　 関山峠付近を 源流と する 広瀬川は、 名取川と 合流する ま での間に、 山地、

丘陵地・ 台地、 低地と 地形が変化し ていく 特性があり 、 こ れに伴う 気候的な

違いによ り 、 広瀬川流域には多様な植生が分布し ていま す。

　 山地が多い上流域では、 こ の地帯の気候的極相林である ブナ林が広がっ て

いる ほか、 コ ナラ やミ ズナラ 等の落葉広葉樹の二次林があり ま す。

 中流域の丘陵地ではアカマツ 、 ス ギ、 ヒ ノ キ等の針葉樹の二次林が広がっ

ていま す。 自然崖ではケヤキ林が帯状に広がっ ており 、 青葉山ではこ の地帯

での気候的極相林である モミ ・ イ ヌ ブナ林が見ら れま す。

　 下流域の低地や台地にはコ ナラ 、 アカマツ 、 ス ギ、 ヒ ノ キ等の二次林が散

在し ていま す。

❺❺

⑵ 広瀬川の植物
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①モク ズガニ（ 「 カ ワラ バン」 提供写真） 　 　 ② カ ワセミ 　 　 ③ ヤマセミ 　 　 ④ カ ジカ ガエル　 　 ⑤ サケ　 　 ⑥ アユ

❶ ❷ ❸

❹ ❺ ❻

　 広瀬川と その水辺は、 多く の貴重な生物の良好な生息空間と なっ ており 、

アユやサケをはじ めと し た魚類が約30種類、 ヤマセミ やカワ セミ など の鳥類

が約120種類、 確認さ れていま す。

　 さ ら に日本の固有種であり 、 き れいな流水に棲むと いわれる カジカガエルは、

都市化によ る 川の水質悪化に伴い一時は個体数が減少し たも のの、 清流の復活

と と も に回復し 、 現在は上中流域でその美声が聞かれま す。 ま た、 「 残し たい

日本の音風景100選」 （ 環境省） と し て「 広瀬川のカジカガエルと 野鳥」 が選

出さ れており 、 多く の生き 物が生息する 広瀬川は、 自然に対する 関心や、 学び

の機会を与えてく れま す。

⑶ 広瀬川の動物
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⑤ 広瀬川中河原緑地　 　 ⑥ 広瀬川八本松緑地　 　 ⑦ 宮沢緑地周辺を俯瞰する　 　 ⑧ 評定河原大露頭　 　 ⑨ 賢淵　 　

⑩ 郡山堰　 　 ⑪ 七郷堀と し だれ桜

❶

❷ ❸

❼

1 1

❾❽

❹ ❻❺

① 仙台城跡から 広瀬川を望む　 　 ② 大橋　 　 ③ 三居沢　 　 ④ 広瀬川灯ろう 流し ・ 光と 水と コ ンサート の夕べ　 　
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○戦後から高度成長期にかけて市街地を流れる河川水質が悪化。
○下水道の整備により清流が復活し，杜の都のシンボルとしての風景や市民の憩いの場の創出に貢献。

14
出典： 下水道事業のスト ッ ク 効果事例／国土交通省

生活排水によ り 河川が汚濁

「 広瀬川の清流を守る条例」の制定

下水道整備による清流復活への取組み

ー９ ー

　 広瀬川は、 古く から 人々の生活を支え、 都市の発展に貢献し てき ま し たが、

戦後の復興事業を終える と 、 経済成長と と も に開発が進み、 市内を流れる 河川

は、 ごみの投棄や生活排水の流入など、 深刻な環境問題を抱える よ う になり ま

し た。

　 昭和37年（ 1962年） 、 仙台市が健康都市宣言を行い、 課題であった生活環境

の改善等に市民と と も に取り 組んでき ま し た。 特に、 水質の汚染が進んでいた

梅田川において始ま った、 市民によ る 清掃活動を皮切り に、 やがて市内全域の

河川浄化運動と し て、 広瀬川を含む他の河川にも 広がっていき ま し た。 ま た、

杜の都のシンボルと し ての風景や市民の憩いの場の創出を目指し 、 下水道の整

備も 並行し て進めてき まし た。

　 こ う し た地域の環境改善活動は、 市民と 行政が協働で取組んだ成功事例と な

り 、 昭和49年（ 1974年） の「 広瀬川の清流を守る 条例」 の制定につながった

ほか、 こ れま での取組みが認めら れ、 昭和60年（ 1985年） には環境省が選定

する 「 名水百選」 にも 選ばれており ま す。

　 こ のよ う に、 市民と 行政と が共通の目標を掲げて環境改善に取組んでき たこ

と で、 広瀬川は市民共有の財産と なり 、 「 仙台七夕花火祭」 や「 広瀬川灯ろう

流し 」 と いった行事のほか、 散策や芋煮会など市民が気軽にレ ジャ ーを楽し め

る 川と し ても 親し ま れていま す。 （ 10ページ_ 写真①～④参照）

2 　 広瀬川の環境改善の取組み
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下 水 道 整 備 前

市街地中心部を 流れる 広瀬川でのアユ釣り 水質改善で市民の憩いの場を 創出

下水道整備によ る 効果

下水道の整備と と も に広瀬川の水質が改善
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① 広瀬川灯ろ う 流し ・ 光と 水と コ ンサート の夕べ（ ８ 月／宮沢橋付近）

② 仙台七夕花火祭（ ８ 月／大橋付近） 　 ③ 米ケ袋周辺での芋煮会（ ９ 月～1 0 月ごろ ）

④ 牛越橋周辺での芋煮会（ ９ 月～1 0月ごろ ）

❶

❷ ❸

❹

序
章

広
瀬
川
の
魅
力


